
 

 
節分の由来や風習について触れ、年齢ごとにお面や豆、三方の制作をしました。 

１月３１日（金）の豆まき当日は、鬼が現れると 4，5歳児はドキドキしながらも自分で 

作った豆を投げ、心も体も元気に過ごせるようにと願いを込め、豆まきを楽しみました。 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

5歳児が鬼役になり、１，２，３歳児と豆まき 

ごっこをしました。小さい子どもたちが怖がらな 

いように優しい鬼になって逃げていました。 

おにはそと！ 

ふくはうち！ 

鬼が去った後には、福の神がやって来ました。 

ひらひらと花びらをまいて、春が来たことを知らせてくれました。 

豆まき後、『やいかがし』の話を聞きまし

た。どこに置くか、みんなで考え「鬼が来

ませんように」と願い、保育室の出入口に

飾りました。 

「柊の葉はチクチク 

して痛いね」 

「魚の頭は臭いよ」

と鬼が苦手なことが

分かりました。 


